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査(

地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査)

も
行

○
役
員
会

一
九
日(

木)

か
ら
の
地
中
レ
ー

わ
れ
ま
し
た
。

西
塚
古
墳
の
レ
ー
ダ
ー
探
査

ダ
ー
探
査
に
向
け
て
動
噴
や
熊

や
発
掘
調
査
と
参
加
予
定
者

手
で
柴
掻
き
を
行
う
。

の
調
査
、
見
学
者
用
ト
イ
レ

○
西
塚
古
墳
の
電
子
探
査

の
設
置
要
望
書
等
の
協
議
。

同
志
社
大
学
の
岸
田
先
生
と
市

○
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議

教
委(

新
谷
係
長)

・
保
存
会
員

本
年
度
の
活
動
も
会
員
の
皆

令
和
４
年
度
の
発
掘
調
査
の

の
手
で
古
墳
の
石
列
等
を
探
査
。

設
定
し
実
施
し
ま
し
た
。

様
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
ご

成
果
に
つ
い
て
の
報
告
と
５

古
墳
の
斜
面
や
裾
を
巡
る
と

協
力
・
ご
支
援
を
頂
き
な
が
ら

年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

考
え
ら
れ
る
石
列(

一
部)

が
見

つ
つ
が
無
く
進
め
て
来
る
こ
と

考
古
学
の
専
門
家
か
ら
指
導

つ
か
っ
た
り
、
壺
形
土
器
が
出

が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上

助
言
を
頂
く
。

た
り
し
ま
し
た
。
古
墳
の
正
確

げ
ま
す
。

一
〇
月

な
規
模
や
築
造
時
期
を
知
る
大

８
月

○
荒
木
山
東
塚
・
西
塚
古
墳
の
見

き
な
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が

○
ガ
イ
ド
養
成
講
座（
第
２
回
）

学
者
用
ト
イ
レ
の
設
置
要
望

で
き
ま
し
た
。

北
房
振
興
局
長
へ
会
長
・
副

会
長
が
要
望
書
を
提
出
す
る
。

一
一
月

○
発
掘
調
査
の
事
前
打
ち
合
わ
せ

○
西
塚
古
墳
の
清
掃
作
業

○
機
材
搬
入
と
テ
ン
ト
の
設
営

一
一
月
二
五
日(

土)

か
ら
第

二
次
の
調
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。

○
西
塚
古
墳
の
清
掃
作
業

初
め
の
二
日
間
は
保
存
会
員
だ

今
年
度
は
、
前
方
部
と
後
円

○
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
連
絡
会
議

け
で
取
り
組
み
、
二
七
日(

月)

部
南
側
等
に
ト
レ
ン
チ
を
設
定

事
業
の
内
容
や
ト
レ
ン
チ
配

か
ら
は
一
般
参
加
者
も
発
掘
に

し
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な

置
計
画
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

加
わ
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
一

発
見
が
あ
る
だ
ろ
う
か
、
分
か

報
告
や
参
加
者
・
作
業
等
に

般
か
ら
約
四
〇
余
名
の
申
し
込

る
だ
ろ
う
か
、
期
待
が
沸
い
て

つ
い
て
協
議
。

み
が
あ
り
ま
し
た
。

き
ま
す
。

９
月

昨
年
度
の
第
一
次
発
掘
調
査

発
掘
調
査
に
先
立
っ
て
、
石

○
事
務
局
会

で
は
、
後
円
部
と
そ
の
外
側
に

列
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

役
員
会
で
の
報
告
や
協
議
事

か
け
て
二
カ
所
の
ト
レ
ン
チ
を

か
を
調
べ
る
た
め
の
非
破
壊
調

項
に
つ
い
て
の
検
討
。

2023年12月

第１9号

北房文化遺産

保存会

荒
木
山
通
信

令
和
５
年
度
の
活
動

ー

８
月
以
降

ー
12日(土)・北房文化センター

講師 平城元氏、参加３０名

25日(土）

長頸壺形土器

県内では類例が

ない形態のもの

小型丸底壺

古墳築造年代

を知る手掛か

りとなるもの

10日（木）14日（土）

19日（木）～23日（月）

今
年
も
始
ま
っ
た
！

荒
木
山
西
塚
古
墳
の

第
二
次
発
掘
調
査

11月27日(月）
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推
定
良
民
人
口
一
〇
五
二
人
に
、

の
人
口
は
、
一
八
二
七
人
に
な

『
和
名
抄
』
に
記
載
さ
れ
て
い

り
ま
す
。
後
の
英
賀
郡
に
相
当

北
房
地
域
で
は
、
三
世
紀
末

古
代
の
全
国
の
郷
に
つ
い
て

る
全
国
四
〇
四
一
郷
を
乗
じ
ま

す
る
地
域
全
体
で
み
る
と
、
三

か
ら
七
世
紀
末
頃
ま
で
大
小
合

は
『
律
書
残
篇
』
、『
和

名

類

す
。
そ
の
積
に
そ
の
他
補
正
等

六
〇
〇
人
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

り
つ
し
よ
ざ
ん
ぺ
ん

わ

み
よ
う
る
い

わ
せ
て
約
二
五
〇
基
の
古
墳
が

聚

抄
』
に
出
て
き
ま
す
。
ま

を
行
う
こ
と
で
、
四
五
一
万
二

と
こ
ろ
で
、
荒
木
山
東
塚
古

じ
ゆ
し
よ
う

築
造
さ
れ
ま
し
た
。

た
、
東
大
寺
の
僧
侶
奝

然
が

千
二
百
人
と
推
定
し
て
い
ま
す
。

墳
と
大
谷
一
号
墳
に
は
約
四
百

ち
よ
う
ね
ん

重
機
な
ど
無
い
、
人
力
の
時

伝
え
た
人
口
資
料
が
記
さ
れ
た

ま
た
、
七
二
郷
か
ら
な
る
備
中

年
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。
例
え

代
で
す
。
特
に
首
長
墳
と
い
っ

『
宋
史
』
の
日
本
国
伝
に
も
伝

国
の
推
定
人
口
を
七
万
九
千
人

ば
、
大
谷
一
号
墳
が
今
の
時
代

そ
う

し

た
大
型
の
古
墳
を
造
る
に
は
大

わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中

と
し
て
い
ま
す
。

に
造
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
荒
木

変
な
労
力
が
必
要
だ
っ
た
こ
と

で
は
、
『
和
名
類
聚
抄
』(

略
し

こ
の
補
正
さ
れ
た
備
中
国
の

山
東
塚
古
墳
は
、
江
戸
時
代
の

は
容
易
に
想
像
で
き
ま
す
。

て
『
和

名

抄

』)

が
中
核
に

数
値
か
ら
一
郷
当
た
り
の
平
均

初
期
と
な
る
程
の
昔
で
す
。
そ

わ

み
よ
う
し
よ
う

そ
ん
な
古
墳
時
代
の
北
房
の

な
り
ま
す
。

人
口
を
求
め
る
と
、
一
〇
九
九

ん
な
二
つ
の
古
墳
が
造
ら
れ
た

人
口
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い

こ
の
『
和
名
抄
』
に
よ
れ
ば
、

人
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て

頃
の
北
房
の
人
口
は
、
そ
れ
ぞ

ま
す
。

備
中
国
の
管
下
に
は
、
都
宇
、

六
郷
か
ら
な
る
英
賀
郡
の
推
定

れ
約
一
八
〇
〇
人
と
約
三
〇
〇

つ

う

壬
申
の
乱(

六
七
二
年)

に
勝

窪
屋
、
浅
口
、
小
田
、
後
月
、

人
口
は
六
五
九
四
人
、
中
井
・

〇
人
と
い
う
推
定
に
な
り
ま
し

じ
ん
し
ん

く
ぼ

や

し

つ
き

利
し
た
天
武
天
皇
は
、
中
央
集

下
道
、
賀
夜
、
哲
多
、
そ
し
て

水
田
・
呰
部
の
三
郷
で
は
三
二

た
。

か

と
う

か

や

権
体
制
を
推
し
進
め
る
た
め
、

英
賀(

阿
加)

の
九
郡
が
置
か
れ

九
七
人
と
な
り
ま
す
。

北
房
町
時
代
の
昭
和
三
〇
年

律
令
制
定
を
命
ず
る

詔

を

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
英
賀
郡

西
暦
六
七
〇
～
六
八
〇
年
頃

の
人
口
は
、
一
万
一
〇
一
二
人

み
こ
と
の
り

発
令
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
文

は
、
中
井(

奈
加
都
井)

、
水
田

の
築
造
と
さ
れ
る
大
谷
一
号
墳

で
し
た
。
そ
の
後
減
少
し
、
現

武
天
皇
期
の
大
宝
元
年(

七
〇
一

(

美
都
多)

、

呰
部(

安
多)

、

刑

は
、
推
計
し
た
七
二
五
年
よ
り

在
の
人
口
は
約
四
六
〇
〇
人
に

お
さ
か

年
）、
大
宝
律
令
が
完
成
し
、
国

部(

於
佐
加
倍)

、
丹
部(

多
知

約
五
〇
年
前
で
す
。
こ
の
古
墳

な
っ
て
い
ま
す
。

べ

た
じ

べ

郡
里
制(

後
、
里
は
郷
に
な
る)

倍)

、
林
の
六
郷
か
ら
な
っ
て

が
築
造
さ
れ
た
頃
の
人
口
を
仮

今
回
推
定
し
た
四
世
紀
前
後

あ
く
ま
で
も
参
考
程
度
の
図
で

が
確
立
し
ま
す
。

い
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
中
井
、

に
約
三
〇
〇
〇
人
と
し
て
お
き

と
七
二
五
年
の
人
口
、
そ
し
て

す
。

吉
備
は
、
天
武
朝
期
に
備
前

水
田
、
呰
部
の
三
郷
が
現
在
の

ま
す
。

昭
和
三
〇
年
の
人
口
か
ら
求
め

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
日
本

・
備
中
・
備
後
の
三
国
に
分
割

北
房
地
域
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
と

次
に
、
北
房
で
最
も
古
い
古

た
、
北
房
の
推
定
人
口
推
移
を

各
地
か
ら
出
土
し
た
人
骨
の
分

さ
れ
ま
し
た
。
和
銅
六
年
（
七

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

墳
と
さ
れ
る
荒
木
山
東
塚
古
墳

図
示
し
ま
す
。
得
ら
れ
た
回
帰

析
か
ら
、
古
墳
時
代
の
平
均
寿

一
三
年
）
に
は
備
前
国
が
さ
ら

奈
良
時
代
に
入
り
、
古
墳
が

が
築
造
さ
れ
た
三
世
紀
後
半
の

曲
線
式
に
よ
り
西
暦
六
七
五
年

命
は
男
が
三
〇
・
六
歳
、
女
が

に

分

割

さ

ほ
と
ん
ど
造
ら
れ
な
く
な
っ
た

人
口
を
推
定
し
て
み
ま
す
。

の
人
口
を
求
め
る
と
、
二
九
七

三
四
・
五
歳
と
推
定
さ
れ
て
い

れ
、
美
作
国

西
暦
七
二
五
年
の
全
国
総
人
口

全
国
の
人
口
推
移
の
定
説
的

五
人
と
な
り
ま
す
。
大
谷
一
号

ま
す
。
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
、

が
で
き
た
こ

を
歴
史
人
口
学
の
研
究
者
、
鬼

曲
線
に
よ
れ
ば
、
四
世
紀
前
後

墳
築
造
の
頃
は
、
約
三
〇
〇
〇

多
産
多
死
社
会
の
典
型
的
な
山

と
で
、
最
終

頭
宏
氏
が
推
定
し
て
い
ま
す

は
約
二
五
〇
万
人
と
な
っ
て
い

人
と
し
て
よ
さ
そ
う
で
す
。
た

型
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
昭
和
五

的
に
は
四
国

(

『
人
口
か
ら
読
む
日
本
の
歴
史
』

ま
す(

北
條
芳
隆
編
『
考
古
学

だ
、
こ
の
図
は
三
点
プ
ロ
ッ
ト

年
の
日
本
の
平
均
寿
命
は
約
四

に
な
り
ま
し

他
）。
籍
帳
な
ど
か
ら
既
に
研

講
義
』
）
。
前
述
の
計
算
結
果
を

で
、
そ
の
う
ち
二
点
が
推
定
値

五
歳
、
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
山

た
。

究
さ
れ
て
い
た
一
郷
当
た
り
の

基
に
比
例
計
算
す
る
と
、
北
房

に
よ
る
回
帰
曲
線
で
す
か
ら
、

型
、
一
五
歳
以
下
の
年
少
人
口

古
墳
時
代
の
北
房
の
人
口
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は
全
体
の
約
三
七
％
で
し
た

特
別
寄
稿

「
植
月
寺
山
古
墳
」
の
近
隣

勝
央
北
小
６
年
生
が
古
墳
見
学

部
の
高
低
差
が
大
き
く
古
墳

(
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

に
は
、
四
〇
～
六
〇
ｍ
ク
ラ
ス

六
月
六
日
北
小
の
皆
さ
ん
が

時
代
前
期
で
も
早
い
時
期
の

研
究
所
デ
ー
タ
よ
り
）
。
こ
れ

北
房
と
同
じ
よ
う
に
勝
央
町

の
前
方
後
方
墳
が
五
基
あ
り
、

植
月
寺
山
古
墳
の
見
学
を
し
ま

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。（
三

と
比
較
す
る
と
、
古
墳
時
代
は

で
古
墳
の
整
備
や
活
用
に
取
り

西
日
本
で
も
希
な
、
前
方
後
方

し
た
。
授
業
の
進
捗
に
合
わ
せ

世
紀
末
）
勝
央
町
指
定
の
重

平
均
寿
命
が
一
〇
歳
以
上
短
か

組
ん
で
い
る
「
植
月
寺
山
古
墳

墳
が
集
中
す
る
地
域
と
な
っ
て

て
毎
年
こ
の
時
期
の
恒
例
と
な

要
文
化
財
。

っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
年
少
者

保
存
会
」
の
赤
堀
浩
一
氏
か
ら
、

お
り
ま
す
。

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

が
半
数
近
く
を
占
め
て
い
た
可

寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

保
存
会
と
し
て
は
、
北
房
文

子
供
た
ち
は
学
校
か
ら
歩
い

能
性
も
あ
り
ま
す
。

化
遺
産
保
存
会
の
活
動
を
参
考

て
来
て
最
初
に
観
音
寺
客
殿
で

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
の
年
齢
構

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
早
期
の

間
庭
円
敬
住
職
か
ら
話
を
聞
い

成
で
、
推
定
人
口
は
五
千
人
に

発
掘
調
査
を
目
指
し
た
い
と
思

た
後
、
お
寺
の
裏
山
の
古
墳
に

大
和
路
は
る
か

満
た
な
い
現
在
の
北
房
の
人
口

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
元

向
か
い
ま
し
た
。

一

の
四
〇
～
六
五
％
程
度
で
す
。

勝
央
町
に
は
、
全
長
九
一
・

小
学
校
と
も
連
携
し
て
、
郷
土

全
員
が
古
墳
の
頂
上
ま
で
登

西
の
谷
か
ら

湧
き
上
が
る

ま
た
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

五
ｍ
で
西
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
宝
と
し
て
盛
り
上
げ
て
い
き

り
、
美
作
地
方
最
大
の
大
き
さ

あ
の
歓
声
は

他
な
ら
ぬ

そ
の
約
半
数
は
女
性
で
す
。
も

の
前
方
後
方
墳
「
植
月
寺
山
古

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

里
の
首
長
の

魂

を

あ

る

じ

み
こ
こ
ろ

ち
ろ
ん
生
死
に
直
結
す
る
農
作

墳
」
が
あ
り
ま
す
。
地
元
有
志

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鎮
め
て
祀
る

石
の
部
屋

ま
つ

物
の
収
穫
の
た
め
に
、
日
々
働

で
草
刈
り
な
ど
整
備
を
し
て
き

（
参
考
）

い
て
い
た
で
し
ょ
う
。

ま
し
た
。
昨
年
、
県
の
測
量
調

原
稿
に
同
封
の
『
う
え
つ
き

植
月
寺
山
古
墳

二

古
墳
は
実
際
に
造
ら
れ
て
い

査
の
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
こ
と

む
ら
新
聞
』
２
０
２
３
：
初
夏
号

東
の
丘
に

立
ち
昇
る

る
の
で
、
そ
の
困
難
さ
を
あ
れ

を
機
に
「
植
月
寺
山
古
墳
保
存

（
『
う
え
つ
き
む
ら
活
性
化
ｐ
ｒ
ο
ｊ
ｅ

朝

の
煙
は

何
あ
ろ
う

あ
し
た

こ
れ
想
像
し
て
も
仕
方
な
い
の

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

ｃ
ｔ
』
実
行
委
員
会
発
行
）
か
ら
一
部

里
の
首
長
の

亡

骸

を

あ

る

じ

な

き
が
ら

で
す
が
、
当
時
の
地
元
住
民
は

抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

収
め
て
祀
る

陶
の
棺

お
さ

す
え

古
墳
築
造
に
ど
の
よ
う
に
関
わ

っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
と
考
え

三

込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

人
は
生
ま
れ
て

や
が
て
逝
き

（
平
城

元
）

里
に
は
今
日
も

白
い
雲

生
ま
れ
て
ゆ
っ
た
り
流
れ
行
く

青
空
遠
く

流
れ
行
く

過
日
、
戸
村
彰
孝
先
生
か
ら

全
長
九
一
・
五
ｍ
、
高
さ

「
西
の
明
日
香
村
の
詩
を
作
っ

（
前
方
）
五
ｍ
、（
後
方
）
九

て
み
な
い
か
」
と
の
お
話
を
戴

ｍ
の
美
作
地
方
で
最
大
の
前

き
、
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
書
い

方
後
方
墳
。
前
方
部
と
後
方

た
の
が
前
掲
の
作
品
で
あ
る
。

植
月
寺
山
古
墳
保
存
会
の

活
動
に
つ
い
て

赤
堀
浩
一

【植月寺山古墳】

【植月寺山古墳測量図】（岡山県史）

西
の
明
日
香
村
点
描
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一
番
で
巨
石
を
組
み
上
げ
石

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
！
二
人
の

ま
た
、
能
美
古
墳
群
が
発
見

で
行
う
こ
と
で
、
よ
り
古
墳
が

ふ
る
さ
と
点
描

室
を
完
成
さ
せ
た
と
き
の
歓
び

受
賞
の
連
絡
を
聞
い
た
時
は
喜

さ
れ
た
の
は
今
か
ら
四
〇
年
程

愛
さ
れ
て
い
く
の
だ
と
感
じ
て

を
、
二
番
で
陶
棺
を
焼
成
す
る

び
と
驚
き
で
し
た
。

前
で
す
が
、
古
墳
群
が
史
跡
公

い
ま
す
。
僕
も
、
今
年
度
も
発

陶
人
た
ち
の
様
子
を
、
三
番
で

一
一
月
三
日
に
石
川
県
能
美

園
と
し
て
綺
麗
に
整
備
さ
れ
て

掘
調
査
に
参
加
さ
せ
て
頂
け
る

の

み

は
人
と
自
然
の
対
比
に
よ
り
人

市
の
能
美
ふ
る
さ
と
ミ
ュ
ー
ジ

お
り
、
併
設
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

の
命
の

儚

さ
を
詩
っ
て
み
た
。

ア
ム
で
開
催
さ
れ
た
授
賞
式
に

で
そ
の
出
土
品
な
ど
を
見
る
こ

山
田
方
谷
を
取
り
上
げ
た
、

は
か
な

（
久
松
秀
雄
）

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
北

と
が
で
き
ま
す
。
岡
山
で
も
出

澤
田
瞳
子
氏
の
「
孤
城
春
た
り
」

陸
の
古
墳
を
巡
る
貴
重
な
機
会

土
品
が
古
墳
の
近
く
の
ミ
ュ
ー

【
書
籍
の
紹
介
】

が
今
月
初
め
ま
で
山
陽
新
聞
に

に
も
な
り
、
本
当
に
感
謝
し
て

ジ
ア
ム
で
見
る
こ
と
が
で
き
た

『
岡
山
一
〇
〇
名
墳

連
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、

い
ま
す
。
授
賞
式
の
後
、
能
美

ら
い
い
の
に
と
実
感
し
ま
し
た
。

は
に
お
＠
駆
け
出
し
古
墳
め
ぐ
り
す
と

』

そ
の
方
谷
に
関
連
し
た
小
冊
子

市
の
学
芸
員
の
菅
原
先
生
に
ミ

能
美
古
墳
群
で
最
大
の
秋
常

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

ュ
ー
ジ
ア
ム
の
展
示
と
秋
常
山

山
一
号
墳
で
は
、
当
時
の
葺
石

六
年
前
、
北
房
の
四
小
学
校

古
墳
群
を
解
説
し
て
頂

は
埋
没
保
存
さ
れ
て
お
り
、
市

が
統
合
さ
れ
、
新
た
に
北
房
小

き
ま
し
た
。

民
参
加
に
よ
り
墳
丘
の
一
部
に

学
校
が
誕
生
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

秋
常
山
古
墳
群
が
含

葺
石
が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
学
校
で
は
、
閉
校
の
記
念
誌

ま
れ
る
能
美
古
墳
群
は

地
元
の
方
が
古
墳
の
保
存
事
業

が
作
成
さ
れ
た
。
私
は
、
上
水

国
指
定
史
跡
で
、
三
世

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
そ
の
地

田
小
学
校
の
歴
史
を
調
べ
る
た

紀
か
ら
六
世
紀
ま
で
古

域
で
古
墳
が
よ
り
愛
さ
れ
て
未

古
墳
大
好
き
小
学
生
は
に
お

め
に
古
い
書
籍
な
ど
に
当
た
っ

墳
が
造
ら
れ
続
け
、
円

来
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
、
素

(

板
東
郁
仁
君
・
中
一)

は
、
小

て
い
た
。
そ
の
中
に
こ
の
小
冊

墳
だ
け
で
な
く
方
墳
や

晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
と
思
い

学
校
四
年
生
か
ら
六
年
生
に
か

子
が
あ
っ
た
。「
家
庭
讀
本

山

前
方
後
円
墳
、
前
方
後

ま
す
。

け
て
県
内
外
一
五
〇
〇
基
以
上

田
方
谷
先
生
」
で
あ
る
。
著
作

今
年
の
夏
、
北
房
文
化
遺
産

方
墳
も
造
ら
れ
て
お
り
、
と
て

荒
木
山
西
塚
古
墳
の
発
掘
調

の
古
墳
を
巡
り
ま
し
た
。
県
内

者

山
根
楊
治
郞
、
明
治
四
十

保
存
会
の
志
田
さ
ん
か
ら
『
い

も
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。

査
も
、
考
古
学
の
先
生
方
だ
け

で
の
九
〇
〇
基
以
上
の
中
か
ら
、

四
年(

一
九
一
一)

十
二
月
五
日

し
か
わ
百
万
石
文
化
祭

全
国

能
美
古
墳
群
を
見
学
す
る
と
、

で
な
く
、
北
房
文
化
遺
産
保
存

お
薦
め
の
一
〇
〇
基
を
紹
介
。

発
行
（
定
価
金
九
銭
）、
三
八

2023

古
墳
写
真
展
』
の
パ
ン
フ
レ
ッ

時
代
の
移
り
変
わ
り
を
知
る
こ

会
の
方
々
を
は
じ
め
市
民
参
加

北
房
で
は
、
大
谷
一
号
墳
、
定

頁
の
手
帖
サ
イ
ズ
の
も
の
で
あ

ト
を
頂
き
、
母
と
写
真
展
に
応

と
が
で
き
ま
す
。
人
々
の

古
墳
群
、
荒
木
山
東
塚
・
西
塚

る
。

募
し
ま
し
た
。

営
み
が
古
代
か
ら
ず
っ
と

古
墳
、
鳥
形
池
奥
横
穴
墓
が
載

著
作
者
の
山
根
氏
は
、
明
治

僕
の
作
品
は
、
今
年
一
番
お

そ
の
土
地
で
続
い
て
き
た

っ
て
い
ま
す
。

期
の
上
水
田
尋
常
小
学
校
長
で

気
に
入
り
の
『
セ
ス
ナ
機
か
ら

こ
と
が
分
か
り
、
感
慨
深

北
房
図
書
館
に
も
置
い
て
あ

あ
る
。
（
明
治
二
七
～
三
〇
年)

撮
っ
た
古
市
古
墳
群
』
の
写
真

い
で
す
。
能
美
市
で
古
墳

り
ま
す
。
皆
さ
ん
、
是
非
ご
一

冊
子
の
は
し
が
き
を
、
方
谷
先

で
、
母
は
『
桜
が
満
開
の
造
山

が
連
綿
と
築
か
れ
て
い
る

読
を
！

生
の
子
孫
に
あ
た
る
山
田
準
氏

古
墳
』
で
す
。
そ
し
て
、
僕
が

こ
と
は
、
北
房
と
も
似
て

板
東
君
は
、
北
房
文
化
遺
産

（
方
谷
の
義
孫
・
二
松
学
舎
校

ジ
ュ
ニ
ア
賞
、
母
が
ユ
ー
モ
ア

い
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

保
存
会
の
会
員
で
も
あ
り
ま
す
。

長
。
方
谷
全
集
な
ど
の
著
者
）

全
国
古
墳
写
真
展

授
賞
式
に
参
加
し
て

板
東

郁
仁

「
家
庭

讀
本

山
田
方
谷
先
生
」
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カ
リ
、
ヒ
マ
ナ
ト
キ
ニ

ム
リ
ナ
取
リ
立
テ
ヲ
ス
ル
ナ
。

谷
先
生
を
誇
り
と
し
て
お
り
、

令
和
五
年
二
月
二
六
日
、
天

ハ
、
ヨ
ミ
カ
キ
ノ
ベ
ン

（
倹
約
を
し
て
、
ゆ
と
り
の
あ

そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
も
っ
と
知

候
不
良
に
よ
り
一
日
の
み
の
参

キ
ャ
ウ
セ
ヨ
。
（
朝
は

る
家
計
に
し
て
、
米
や
金
な

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

加
と
な
っ
た
が
、
生
ま
れ
て
初

は
六
時
に
起
き
て
、
そ

ど
無
理
な
取
り
立
て
を
し
て

た
こ
と
も
良
く
分
か
る
も
の
で

め
て
古
墳
を
発
掘
を
体
験
す
る

の
日
の
仕
事
に
取
り
掛

は
い
け
な
い
。）
と
か
、

あ
る
。

こ
と
が
で
き
た
。
ト
レ
ン
チ
の

か
り
、
暇
な
時
に
は
読

九
、
バ
ク
チ
酒
モ
リ
遊
ビ
事
ニ

（
畦
田

正
博
）

掘
り
下
げ
、
ふ
る
い
掛
け
を
行

み
書
き
の
勉
強
を
し
な

銭
ヲ
使
フ
ナ
。（
ギ
ャ
ン
ブ

い
、
発
掘
の
基
本
作
業
を
体
験

さ
い
。）

ル
や
大
酒
、
遊
び
事
に
金
を

荒
木
山
西
塚
古
墳
発
掘
調
査

し
た
。
最
初
は
、
土
器
片
と
粘

四
、
ヨ
ル
ハ
十
ジ
ニ
ネ

遣
っ
て
は
い
け
な
い
。
）

板
岩
片
の
違
い
に
苦
労
し
、
最

テ
、
ガ
ク
モ
ン
ヤ
ヨ

十
二
、
近
所
ノ
人
ト
仲
ヨ
ク
交

後
ま
で
盛
り
土
と
地
山
の
区
別

が
書
い
て
お
り
、
ま
た
、
方
谷

ウ
ジ
ノ
ホ
カ
ハ
、
ナ
ガ
オ
キ

ワ
レ
。（
近
所
の
人
と
仲
良

が
な
か
な
か
つ
か
ず
、
判
別
に

先
生
の
高
弟
、
三
島
中
洲
（
二

ヲ
ス
ル
ナ
。
（
夜
は
十
時
に

く
付
き
合
お
う
。
）
な
ど
、

自
信
が
持
て
な
か
っ
た
。
参
加

松
学
舎
大
学
の
創
始
者
。
東
宮

寝
て
、
学
問
や
用
事
の
外
は

現
代
に
通
じ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

し
て
い
た
大
学
院
生
た
ち
が
自

侍
講
：
大
正
天
皇
が
皇
太
子
時

夜
更
か
し
を
し
て
は
い
け
な

そ
の
時
代
な
ら
で
は
の
も
の
も

信
を
持
っ
て
判
別
す
る
姿
に
感

の
先
生
）
の
色
紙
や
方
谷
先
生

い
。
）
・
・

あ
る
。

昨
年
度
、
山
陽
新
聞
で
一
般

心
し
た
。

の
歌
（
鴻
巣
盛
廣
作
歌
・
北
村

家
庭
讀
本
と
い
う
こ
と
で
、

冊
子
が
発
行
さ
れ
た
明
治
末

参
加
者
が
発
掘
で
き
る
ボ
ラ
ン

昼
食
時
に
は
、
北
房
英
賀
公

泰
三
作
曲
）
な
ど
も
載
せ
て
あ

大
人
向
け
の
も
の
も
あ
る
。
例

期
は
、
新
聞
連
載
小
説
の
中
で

テ
ィ
ア
の
情
報
を
見
て
、
荒
木

園
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
、
地
域

る
。

え
ば
、

貞
一
郎
と
い
う
名
で
登
場
す
る

山
西
塚
古
墳
発
掘
調
査
に
参
加

の
方
が
作
っ
て
下
さ
っ
た
心
温

山
根
氏
の
附
言
と
し
て
、「
此

六
、
ケ
ン
ヤ
ク
シ
テ
、
イ
エ
モ

三
島
中
洲(

毅)

を
始
め
と
し
て

す
る
機
会
を
得
た
。

ま
る
豚
汁
を
い
た
だ
い
た
。
そ

の
本
は
、
方
谷
先
生
の
多
く
の

チ
ヲ
ヨ
ク
シ
、
米
ヤ
銭
ナ
ド

方
谷
先
生
に
直
接
師
事
し
て
い

古
代
吉
備
国
の
歴
史
に
興
味

こ
で
北
房
文
化
遺
産
保
存
会
の

事
跡
の
中
か
ら
、
特
に
小
学
校

た
人
た
ち
が
ま
だ
生
き
て
い
た

を
持
ち
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳

話
を
聞
き
、
地
元
で
な
く
て
も

児
童
の
為
に
、
心
得
と
な
る
も

時
代
で
あ
る
。

時
代
の
遺
跡
や
古
墳
の
こ
と
を

希
望
す
れ
ば
誰
で
も
入
会
で
き

の
ば
か
り
集
め
た
も
の
で
、
児

方
谷
先
生
の
威
徳
を
子
ど
も

知
り
た
い
と
思
い
、
岡
山
県
を

る
と
知
り
、
そ
の
場
で
入
会
の

童
が
家
庭
で
読
む
こ
と
を
望
む

た
ち
に
も
学
ば
せ
よ
う
と
、
方

は
じ
め
西
日
本
の
博
物
館
や
歴

申
し
込
み
を
し
た
。
ま
た
、
い

の
で
す
」
と
あ
る
。

谷
先
生
誕
生
の
地
、
中
井
の
住

史
資
料
館
、
有
名
な
古
墳
な
ど

た
だ
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
北

そ
し
て
、
方
谷
先
生
の
生
涯

人
で
あ
る
山
根
氏
の
作
成
し
た

を
夫
婦
で
度
々
訪
問
し
て
き
た
。

房
地
域
に
数
多
く
の
古
墳
が
あ

の
紹
介
と
合
わ
せ
、
十
三
の
守

冊
子
は
、
小
学
校
の
一
年
生
で

ま
た
、
金
蔵
山
古
墳
、
造
山
古

り
、「
西
の
明
日
香
村
」
と
し

る
べ
き
徳
目
を
揚
げ
て
い
る
。

も
読
め
る
よ
う
に
と
徳
目
な
ど

墳
な
ど
の
現
地
説
明
会
や
埋
蔵

て
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る

一
、
母
ヲ
ダ
イ
ジ
ニ
セ
ヨ
。

カ
タ
カ
ナ
で
書
い
て
あ
る
。

文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

こ
と
も
初
め
て
知
っ
た
。

（
母
を
大
事
に
し
な
さ
い
。）

（
当
時
は
、
ひ
ら
が
な
の
前
に

講
座
や
講
演
会
に
可
能
な
限
り

そ
の
後
、
そ
の
時
い
た
だ
い

二
、
オ
ト
ウ
ト
ヲ
カ
ハ
イ
ガ
レ
。

カ
タ
カ
ナ
か
ら
習
っ
て
い
た
。）

参
加
し
て
き
た
私
た
ち
に
と
っ

た
北
房
史
跡
探
索
ガ
イ
ド
を
参

(

弟
を
可
愛
が
り
な
さ
い
。）

当
時
の
人
た
ち
が
大
事
に
し

て
、
こ
の
発
掘
調
査
は
実
際
の

考
に
四
月
に
北
房
を
歩
い
て
み

三
、
ア
サ
ハ
六
ジ
ニ
オ
キ
テ
、

た
い
と
考
え
て
い
た
徳
目
だ
け

発
掘
を
体
験
で
き
る
貴
重
な
機

た
。
ま
ず
北
房
ふ
る
さ
と
セ
ン

ソ
ノ
日
ノ
シ
ゴ
ト
ニ
ト
リ
カ

で
な
く
、
地
域
の
人
た
ち
が
方

会
と
な
っ
た
。

タ
ー
で
陶
棺
の
数
々
や
双
龍
環

～

参
加
者
か
ら

～

古
墳
に
魅
せ
ら
れ
て

岡
山
市
南
区

乙
部

憲
彦
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頭
大
刀
を
見
学
し
、
陶
棺
の
保

荒
木
山
東
塚
古
墳
、
四
世
紀
の

一
度
の
挑
戦
で
は
辿
り
着
け
ず
、

し
か
な
く(

恐
ら
く)

、
県
内
の

存
状
態
の
良
さ
や
大
刀
の
見
事

荒
木
山
西
塚
古
墳
、
そ
れ
に
続

今
後
再
挑
戦
す
る
予
定
の
古
墳

特
色
あ
る
古
墳
を
コ
ン
パ
ク
ト

さ
に
驚
い
た
。

く
五
世
紀
の
立
一
・
二
号
墳
。

(

井
原
市
三
光
寺
裏
山
古
墳)

な

に
ま
と
め
て
あ
る
「
岡
山
一
〇

そ
し
て
、
大
谷
一
号
墳
を
訪

こ
の
地
域
を
治
め
る
豪
族
の
力

ど
、
小
学
生
の
出
し
た
本
を
片

〇
名
墳
」
は
な
か
な
か
優
れ
た

れ
、
そ
の
復
元
さ
れ
た
方
墳
の

の
大
き
さ
を
感
じ
、
古
墳
の
権

手
に
夫
婦
で
古
墳
巡
り
を
行
い
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
だ
と
思
う
。
ぜ

美
し
さ
に
感
動
し
、
七
世
紀
後

力
基
盤
と
な
っ
て
い
る
谷
尻
遺

改
め
て
岡
山
の
古
墳
の
魅
力
に

ひ
一
度
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

葉
こ
の
地
が
畿
内
勢
力
と
密
接

跡
を
は
じ
め
と
す
る
北
房
の
地

は
ま
っ
て
い
る
。
最
近
、
ス
マ

北
房
文
化
遺
産
保
存
会
か
ら

な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
改
め

の
豊
か
さ
を
痛
感
し
た
。

ホ
の
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
Ｇ
Ｐ

は
、
総
会
の
案
内
や
ボ
ラ
ン
テ

て
体
感
し
た
。
隣
接
す
る
大
谷

立
一
号
・
二
号
墳
か
ら
の
帰

Ｓ
機
能
が
使
え
る
こ
と
を
知
り
、

ィ
ア
養
成
講
座
の
案
内
な
ど
、

も
足
手
ま
と
い
に
な
ら
な
い
よ

二
号
墳
を
探
し
た
が
、
そ
れ
ら

り
道
は
、
お
か
や
ま
全
県
統
合

前
述
の
小
林
古
墳
は
グ
ー
グ
ル

様
々
な
情
報
を
い
た
だ
く
が
、

う
、
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
を

し
い
も
の
に
た
ど
り
着
く
の
に

型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
遺
跡
分
布
図
を
参

マ
ッ
プ
を
使
っ
て
や
っ
と
探
し

県
南
か
ら
は
な
か
な
か
参
加
で

し
た
い
と
思
う
。

苦
労
し
た
。

考
に
小
殿
御
陵
古
墳
・
貝
原
三

当
て
る
こ
と
が
で
き
た
。「
岡

き
ず
、
実
際
に
発
掘
す
る
時
期

次
に
定
東
塚
・
西
塚
古
墳
を

号
墳
・
土
井
二
号
墳
と
思
わ
れ

山
の
一
〇
〇
名
墳
」
に
よ
る
と
、

に
な
っ
て
今
年
度
初
め
て
の
参

お
待
ち
し
て
い
ま
す

見
学
。
こ
の
二
つ
の
古
墳
の
立

る
古
墳
を
見
学
し
た
。
そ
し
て
、

ま
だ
〝
道
な
き
道
〟
を
行
か
な

加
と
な
っ
た
。
一
〇
月
の
非
破

地
の
あ
ま
り
の
近
さ
に
、
一
つ

改
め
て
こ
の
地
域
の
古
墳
の
多

け
れ
ば
到
達
で
き
な
い
古
墳

壊
探
査
の
初
日
に
一
日
、
一
一

の
古
墳
に
石
室
が
二
つ
あ
る
の

さ
を
痛
感
し
た
。

(

前
述
の
三
光
寺
裏
山
古
墳
、

岡

月
の
発
掘
調
査
の
初
日
と
翌
週

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
っ

最
近
は
、
今
年
の
二
月
、
同

山
市
北
区
弥
勒
堂
古
墳
な
ど
）

に
二
日
と
多
く
の
日
数
は
参
加

令
和
５
年
度
の
住
民
参
加
の

た
。
そ
し
て
、
定
古
墳
群
を
見

じ
日
に
西
塚
古
墳
発
掘
調
査
に

が
あ
る
の
で
、
残
り
の
古
墳
も

で
き
て
い
な
い
。
こ
の
調
査
で

古
墳
発
掘
調
査
が
始
ま
り
ま
し

学
。
定
北
古
墳
は
す
ぐ
に
辿
り

参
加
し
、
同
じ
日
に
保
存
会
に

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て

昨
年
度
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た

た
。
今
年
度
は
、
前
方
部
や
昨

つ
け
た
も
の
の
、
定
四
・
五
号

加
入
し
た
古
墳
め
ぐ
り
す
と
の

何
と
か
制
覇
し
て
み
た
い
。

地
山
と
盛
り
土
の
区
別
が
や
っ

年
度
調
査
の
延
長
部
分
等
を
行

墳
を
探
す
の
に
は
苦
労
し
た
。

は
に
お
君
の
著
書
「
岡
山
の
一

「
岡
山
一
〇
〇
名
墳
」
は
は

と
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
新
し

い
ま
す
。
調
査
期
間
中
は
、
担

そ
の
後
、
定
東
塚
・
西
塚
古

〇
〇
名
墳
」
を
参
考
に
、
ま
だ

に
お
君
が
選
ん
だ
岡
山
県
内
の

い
ト
レ
ン
チ
を
開
け
る
と
新
た

当
の
係
が
説
明
等
を
行
い
ま
す
。

墳
の
駐
車
場
に
車
を
置
き
、
歴

訪
れ
て
い
な
い
岡
山
の
古
墳
巡

一
〇
〇
の
古
墳
に
つ
い
て
、
墳

な
課
題
が
生
じ
、
古
墳
調
査
の

興
味
や
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ

史
探
訪
路
「
山
辺
の
道
」
を
北

り
を
し
て
い
る
。
現
時
点
で
訪

丘
の
美
し
さ
、
石
室
の
美
し
さ
、

奥
深
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。
ま

ひ
発
掘
現
場
の
見
学
に
お
越
し

上
し
た
。
中
津
井
の
古
い
町
並

れ
た
古
墳
は
五
五
基
と
、
や
っ

到
達
難
度
、
レ
ア
度
、
オ
ス
ス

た
、
今
年
度
参
加
し
て
、
発
掘

下
さ
い
。

み
の
間
を
抜
け
て
下
村
一
号
墳

と
半
分
を
超
え
た
と
こ
ろ
だ
。

メ
度
の
五
つ
の
視
点
を
そ
れ
ぞ

調
査
に
向
け
て
の
事
前
準
備
の

○
見
学
可
能
時
間

へ
。
そ
の
隣
で
名
称
未
定
の
古

そ
の
中
で
、
ど
う
し
て
小
学
生

れ
五
段
階
で
評
価
を
し
、
自
分

大
変
さ
を
痛
感
し
た
。
柴
掻
き
、

午
前
一
〇
時
～
午
後
三
時

墳
で
あ
ろ
う
高
ま
り
を
発
見
。

(

当
時)

の
足
で
、
こ
の
古
墳
に

の
感
想
や
墳
丘
・
石
室
内
の
様

ト
レ
ン
チ
設
定
、
道
具
の
搬
入

○
発
掘
期
間
（
後
半
の
予
定
）

郡
神
社
で
は
梁
の
彫
り
物
の
精

到
達
し
た
の
か
と
思
え
る
古
墳

子
を
カ
ラ
ー
写
真
で
紹
介
し
て

な
ど
、
発
掘
調
査
が
順
調
に
で

二
月
一
六
日(

金)

か
ら
三
月

巧
さ
に
感
嘆
し
、
次
に
立
一
・

（
矢
掛
町
小

林

古
墳)

や
一
度

い
る
。
こ
れ
ま
で
岡
山
県
の
古

き
る
の
も
地
元
の
保
存
会
の
皆

初
め
ま
で
の
土
日
に
。

お

ば
や
し

二
号
墳
を
見
学
。
隣
接
す
る
前

目
の
挑
戦
で
は
古
墳
の
存
在
が

墳
を
取
り
ま
と
め
た
図
書
は
、

さ
ん
の
献
身
的
な
努
力
が
あ
る

◎
現
地
説
明
会

方
後
円
墳
の
見
事
さ
、
特
に
一

分
か
ら
ず
、
日
を
改
め
て
再
挑

五
九
年
前
の
岡
山
文
庫
と
二
三

こ
と
を
知
っ
た
。
地
域
を
盛
り

三
月
二
日(

土)

の
午
後
。

号
墳
の
大
き
さ
に
驚
い
た
。

戦
し
や
っ
と
見
つ
け
た
古
墳

年
前
の
近
藤
義
郎
先
生
が
ま
と

上
げ
よ
う
と
す
る
熱
量
と
歴
史

後
日
、
案
内
の
予
定
。

三
世
紀
後
半
築
造
と
さ
れ
る

(

瀬
戸
内
市
亀
ヶ
原
大
塚
古
墳)

、

め
た
「
吉
備
の
古
墳(

上
・
下)

」

好
き
の
熱
意
を
感
じ
た
。
今
後

荒
木
山
西
塚
古
墳

発
掘
現
場
の
見
学


